
ようこそ、学びの庭への
入口 [学門]へ！

理工学全体を見渡し、徐々に分野を絞る「学門制」

入試出願の時点で、5つの学門から選択
「学門」は、学門Ａから学門Ｅまでの、大きく5つの

分野に分けて設置されています。入試出願時に、

この5つの分野の中から自分の興味や関心に応じ

て学門を選択するのが、慶應義塾大学理工学部の

大きな特色です。

第2学年に進級する時の学科選択は、原則的に本

人の希望が優先されます（ただし、学科ごとの目

標学生数を超えた場合には、第1学年の成績を基

準に選考します）。また、第1学年の秋には、説明会

や見学会を行い、希望学科を検討する機会を設け

ています。第2学年以降は、別々の学門から進級し

た異なる関心を持つ学生同士がともに学ぶことに

なり、非常に刺激的で創造的な学習環境になって

います。

第2学年進級時に学科を選択

基礎教育科目で、理工系に共通する「実験・研究の基礎」を学ぶ
第1学年では、将来どの分野にでも進めるよう、基礎教育科目を

用意しています。数学・物理学・化学といった講義科目のほか、実

験の進め方の手順をしっかりと身につける「自然科学実験」や、

コンピュータ・リテラシー（コンピュータの基礎的な利用技術）を

学ぶ「情報学基礎」、理工学部生として必須知識である生物・生命

関係の基礎を学ぶ「生物学序論」などがあります。これらは将来、

実験・研究を進める上で、非常に重要な科目です。

各学門から進級できる学科
各学門から進級できる学科とおおよその割合は下記の表のとおりです。希望学科への進級率は年度により異なりますが、第1希望へは

85～90％、第2希望へは10％前後と多くの学生が希望通りの学科に進級しています。

基礎教育科目

学門Ａ 物理学科（20％） 物理情報工学科（40％） 電気情報工学科（20％） 機械工学科（20％）

学門Ｂ 電気情報工学科（30％） 情報工学科（25％） 物理情報工学科（20％） システムデザイン工学科（25％）

学門Ｃ 情報工学科（30％） 数理科学科（30％） 管理工学科（35％） 生命情報学科（5％）

学門Ｄ 機械工学科（50％） システムデザイン工学科（35％） 管理工学科（15％） 

学門Ｅ 化学科（20％） 応用化学科（60％） 生命情報学科（20％）

数学・物理学・化学では、自然現象の深い意味を理解し科学的に捉える方法

を、さまざまな側面から体系的に学びます。数学では、微分法や、重積分の基

礎と応用を深く理解し、正確な計算力を身につけます。物理学では、多粒子系

の力学や、真空中の静電磁気学などを題材に、力学と電磁気学の基本概念を

学びながら、その計算方法を身につけます。化学では、原子や分子の構造や

無機化学、物理化学、有機化学の基礎について学びます。化学におけるもの

づくりとは何かを理解していきます。

数学・物理学・化学

自然科学実験

情報学基礎・生物学序論

理工学概論

情報学基礎では、コンピュータにおける情報倫理と著作権、ハードウェア、ソフ

トウェア、インターネットなどの基礎的な内容を学ぶほか、コンピュータを実際

に用いた文書処理や画像処理などの操作の習得を目標としています。生物学

序論では、すべてのテクノロジーはヒトによって担われ、ヒトを対象としたもの

という認識に基づき、ヒトの理解を目指していきます。生命現象の多様性や共

通性を見るとともに、それぞれのシステムの成り立ちとその活動の基本的な機

構を学ぶことによって、ヒトを深く理解します。

自然科学実験は、物理学実験と化学実験の2つのク

ラスに分かれてさまざまなテーマについて実験をし

ていきます。物理学実験では、最初に「基礎実験」を

行い、基本的な測定やデータ解析の方法を学びま

す。その後、弾性率、オシロスコープ、インダクタンス

と静電容量、光および原子スペクトルのテーマにつ

いて実験を行い、物理学に関する知識を習得します。化学実験では、緩衝溶

液、フェライト粉体の合成、酢酸エチルの合成、メタクリル樹脂の合成と性質

といったテーマで「物を作る実験」と「物の性質を調べる実験」を行い、化学へ

の理解を深めていきます。

理工学概論では、情報を「目と耳で取り入れる」「自分で探す」「自分から発信

する」の3つの力の習得を目標としています。授業では、主に学外のさまざま

な分野で活躍される方々を講師として招き、最先端のトピックをわかりやすく

お話ししていただきます。2018年度は、物質・材料研究機構、情報通信研究機

構、産業技術総合研究所、東京大学、東北大学、株式会社日立製作所、日本ア

イ・ビー・エム株式会社などの国立研究開発法人、教育機関、企業から数多く

の講師を招聘しています。授業後は、その日の講演の内容をレポートにまとめ

提出します。
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学門とは、“学びの庭への入口”といった意味をこめた言葉です。

慶應義塾大学理工学部では、入試出願の時点で、5つの「学門」から、

いずれかを選択します。第1学年では基礎教育を学び、まず理工学全

体を見渡します。そして、徐々に学びたい分野を絞っていき、第2学年

進級時に所属する学科を決定します。

　慶應の理工学部を志望した最も大きな理由は、学門制というシステムです。理学系に進み

たいとは思っていましたが、受験の時点で学科を1つに絞ることに迷いを感じていました。高

校の先生から「大学に入ると、見える世界や興味の方向性が変わる」という話を聞いていたこ

ともあり、1年間幅広い分野の科目を学びながら、学科を絞り込んでいくことができる学門制

は、私にとって非常に魅力的でした。

　私は脳の仕組みや働きに興味があり、その分野を研究できる生命情報学科を選択しまし

た。卒業後はそのまま修士課程に進むことを視野に入れていますが、その後の進路はまだ漠

然としています。ただ、現時点では情報系にも興味があるので、生命科学とITを融合できるよ

うな分野に進みたいと考えています。

　理工学部として勉強や研究に専念できる環境が整っていることに加え、さまざまな人たちと出

会い、刺激を受けることができる総合大学であることも慶應義塾の大きな魅力であると思います。
生命情報学科 3年
石川県／県立小松高等学校 出身

1年間幅広い分野を学びながら自分のやりたいことを見つけられる

必修諸外国語
※

必修諸外国語
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総合教育科目 総合教育科目 総合教育科目必修英語

※ドイツ語、フランス語、ロシア語、中国語、朝鮮語から1語種を選択
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ナノ構造物質
有機材料化学生体分子工学

進化分子工学

数理科学科
微分方程式
合成生物学

幾何学

統計学

数理ファイナンス 離散数学

ハイパフォーマンス
コンピューティング

インダストリアル・エンジニアリング

応用統計解析
エージェント データサイエンス

機械学習

経済分析
経営管理

金融工学

タンパク質工学

生命情報学科

バイオインフォマティクス
バイオイメージング　定量生物学 物理情報工学科

情報処理
IoT

情報工学科
コンピュータサイエンスシステム生物学

自動運転

ネットワーク
VR/AR

整数論

プログラミング

神経科学

ロボット　バイオエンジニアリング

化学科生命情報学科
進化発生生物学 脳神経科学

ケミカルバイオロジー
生物有機化学

がん創薬

医薬資源化学　機能材料化学
コンピュータ化学  

システム制御工学

システム制御工学

信号処理・画像工学 レーザー応用工学

人工知能技術 電気情報工学科
電子・光デバイス

マルチフィジックス

物理学科

素粒子論・原子核理論
宇宙物理

ビッグデータ
オペレーションズ・リサーチ

ダイナミカル
システム

航空宇宙工学ナノ・マイクロ工学

人間工学
管理工学科

システムデザイン工学科

環境・エネルギー工学

生体医工学 ロボット工学

モーションコントロール 生産工学

建築・都市デザイン

熱流体システム

生命システム工学

建築工学

生体センシング

機械工学科

分子動力学　材料科学

生物物理　レーザー物理
物性物理

計算物理

機械工学科

有機合成　セラミックス　化学工学　分析化学　電気化学
エコテクノロジー　生物化学　高分子化学　マテリアル

地球環境
メカノバイオロジー

バイオリサイクル

応用化学科

情報通信システム
ヒューマンインタフェース

スマートシティ

システムデザイン工学科
パワーエレクトロニクス ハプティクス

人工知能

物理情報工学科

エレクトロニクス
フォトニクス
スピントロニクス
量子コンピュータ

光学ポリマー

生体医工学  　ナノデバイス

量子情報

ロボット 汎用人工知能

デザイン科学

認知科学


